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ロ
ー
マ
か
ら
飛
行
機
で
わ
ず
か
１

時
間
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
程
近
い
北
ア

フ
リ
カ
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
、
ア
ラ
ブ

人
の
伝
統
的
な
暮
ら
し
が
息
づ
く
反

面
、
ど
こ
か
欧
州
の
香
り
漂
う
街
並

み
が
続
く
。
10
月
初
旬
の
首
都
チ
ュ

ニ
ス
は
、
40
度
に
も
達
し
た
灼
熱
の

夏
が
過
ぎ
、
心
地
よ
い
秋
風
が
吹
き

始
め
て
い
た
。
庶
民
で
に
ぎ
わ
う
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
、
家
電
製

品
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
輸
入
品

が
数
多
く
陳
列
さ
れ
て
い
る
。

　

チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
２
０
０
８
年
に
Ｅ

Ｕ（
欧
州
連
合
）
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
を
締
結
、
こ
の
年
か
ら

工
業
製
品
の
関
税
が
完
全
に
撤
廃
さ

れ
た
。
日
に
日
に
増
え
る
、
安
く
て

高
性
能
な
商
品
に
街
は
歓
迎
ム
ー
ド

が
高
ま
る
一
方
、
そ
れ
ま
で
国
策
で

保
護
さ
れ
て
き
た
国
内
メ
ー
カ
ー
は

激
し
い
国
際
競
争
に
さ
ら
さ
れ
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
破
た
ん
し
て
し
ま

う
。
世
界
に
通
用
す
る
製
品
を
作
ら

な
け
れ
ば
―
。

　

特
に
、
経
営
基
盤
が
脆
弱
な
中
小

企
業
は
、
津
波
に
の
み
込
ま
れ
る
よ

う
な
思
い
だ
っ
た
。「
い
い
モ
ノ
を

安
く
作
る
こ
と
」
は
企
業
努
力
の
範

囲
だ
が
、
品
質
・
生
産
性
向
上
に
関

し
て
技
術
も
資
金
も
不
十
分
な
彼
ら

に
は
、
限
界
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
問
題
が
い
ず
れ
起
き
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア

政
府
は
、
１
９
９
５
年
に
「
産
業
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
計
画
」
を
策
定
。
中
小

企
業
の
支
援
策
と
し
て
、
品
質
管
理

や
生
産
効
率
を
高
め
る
た
め
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
き
た
。
さ
ら
に
同

年
、
そ
の
実
行
部
隊
と
な
る
「
国
家

品
質
事
業
管
理
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｕ
Ｇ
Ｐ

Ｑ
）」
を
産
業
・
技
術
省
下
に
設
置
。

同
省
か
ら
の
行
政
官
３
人
と
、「
機

械
・
電
気
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ

Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
）」
や
「
包
装
技
術
セ
ン

タ
ー
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）」
と
い
っ
た

産
業
別
に
設
け
ら
れ
た
８
つ
の
技
術

セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
８
人

の
計
11
人
で
船
出
を
迎
え
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
最
初
か
ら
う
ま
く
は

い
か
な
か
っ
た
。
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
経
験
が
な
い
上
、
各
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
技
術
水
準
が
低
く
、
企
業

に
対
す
る
実
効
性
の
あ
る
提
案
の
種

類
が
限
ら
れ
て
い
た
の
だ
。

　

そ
こ
で
、
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の

が
日
本
だ
っ
た
。「
日
本
企
業
に
は
、

品
質
・
生
産
性
向
上
に
関
す
る
た
く

さ
ん
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ

る
」
と
語
る
の
は
Ｕ
Ｇ
Ｐ
Ｑ
の
ベ
ン
・

フ
ァ
ル
ハ
ッ
ト
所
長
。「
ア
プ
ロ
ー

チ
が
シ
ン
プ
ル
な
上
に
、
低
コ
ス
ト

で
即
効
性
の
高
い
日
本
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
知
り
た
か
っ
た
」。

　

チ
ュ
ニ
ジ
ア
政
府
か
ら
の
要
請
を

受
け
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
〝
日
本
の
強
み
〞

で
あ
る
「
カ
イ
ゼ
ン
活
動
」
を
生
か

し
た
協
力
を
開
始
。
シ
ニ
ア
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
や
日
本
へ
の
研

修
員
受
け
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
き

た
。
06
年
か
ら
は
開
発
調
査
「
品
質

／
生
産
性
向
上
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
調

査
」
を
実
施
。
関
係
機
関
や
企
業
と

の
面
談
を
通
じ
て
中
小
企
業
の
課
題

を
洗
い
出
し
、
今
後
取
り
組
む
べ
き

方
向
性
を
提
案
し
た
。
さ
ら
に
09
年

に
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
品
質

／
生
産
性
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

ス
タ
ー
ト
し
、
品
質
・
生
産
性
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
を
各
企
業
に
指

導
・
普
及
す
る
体
制
を
整
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。

「
日
本
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー

を
も
っ
と
知
り
た
い
」

Ｅ
Ｕ（
欧
州
連
合
）製
品
に
対
す
る
関
税
の
撤
廃
で
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
は
安
く
て
高
性
能
・
高
品
質
の
輸
入
品
が
至
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
、こ
の
国
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、国
際
競
争
に
負
け
な
い
強
い
国
内
メ
ー
カ
ー
の
育
成
だ
。

そ
の
秘
策
と
し
て
、J
I
C
A
の
支
援
を
通
じ
て
導
入
さ
れ
始
め
て
い
る
の
が
、

日
本
の〝
カ
イ
ゼ
ン
〞。10
月
初
旬
、こ
の
協
力
の
最
前
線
を
訪
ね
た
。
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「
製
品
が
完
成
す
る
ま
で
の
距
離

は
１
７
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
72
メ
ー
ト

ル
に
、
必
要
な
人
員
は
６
人
か
ら
４

人
に
減
り
ま
し
た
。
機
械
や
従
業
員

の
配
置
換
え
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た

工
夫
で
、
こ
こ
ま
で
作
業
効
率
を
高

め
、
人
件
費
を
削
減
で
き
る
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

こ
う
話
す
の
は
、
欧
州
向
け
の
ガ

ラ
ス
製
ク
ッ
キ
ン
グ
プ
レ
ー
ト
な
ど

を
製
造
す
るJA

EGER CON
T
RO

LS T
U
N
ISIA

社
の
ワ
ッ
シ
ム
・

ボ
ウ
ド
ゥ
マ
社
長
。
30
代
と
ま
だ
若

手
な
が
ら
も
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
き
っ
か
け
に
、
高
い
統
率

力
で
カ
イ
ゼ
ン
活
動
の
積
極
的
な
導

入
を
図
り
、
成
果
を
挙
げ
て
き
た
企

業
の
一
つ
だ
。「
07
年
末
の
世
界
金

融
危
機
の
あ
お
り
を
受
け
、
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
は
わ
れ
わ
れ

の
大
き
な
課
題
で
し

た
。
で
も
、
十
分
な

予
算
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が

な
か
っ
た
し
、
ど
う

従
業
員
を
巻
き
込
ん

だ
ら
い
い
の
か
も
分

か
ら
な
か
っ
た
。
だ

か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
話
を
聞
い
た
と

き
、
真
っ
先
に
手
を

挙
げ
た
ん
で
す
」。

　

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
生
産

ラ
イ
ン
の
レ
イ
ア
ウ
ト
改
善
。「
半

年
前
は
生
産
工
程
が
〝
ス
パ
ゲ
テ
ィ

の
よ
う
に
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
〞
で
、
製

品
が
同
じ
場
所
を
行
っ
た
り
来
た
り

と
ム
ダ
が
多
か
っ
た
」
と
土
屋
茂
機
・

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
は
振
り
返
る
。
し

か
し
、
土
屋
専
門
家
と
C
E
T
I
M

E
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
訪
問
指
導

を
繰
り
返
し
た
お
か
げ
で
、
現
在
の

工
場
内
は
見
る
か
ら
に
〝
す
っ
き

り
〞。
生
産
ラ
イ
ン
も
ス
パ
ゲ
テ
ィ

型
か
ら
シ
ン
プ
ル
な
Ｕ
字
型
に
変
更

さ
れ
、
整
然
と
並
べ
ら
れ
た
機
械
の

前
で
従
業
員
が
黙
々
と
作
業
に
励
ん

で
い
た
。「
こ
の
会
社
は
本
当
に
よ

く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
指

導
し
な
く
て
も
、
も
う
大
丈
夫
」
と
、

土
屋
専
門
家
も
太
鼓
判
を
押
す
ほ
ど

だ
。

　

こ
の
よ
う
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
対
象
企
業
を
回

り
、
診
断
や
カ
イ
ゼ
ン
提
案
を
行
う

「
実
地
訓
練
」
を
重
視
し
て
い
る
の

が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
だ
。

と
い
う
の
も
カ
イ
ゼ
ン
の
手
法
は
、

レ
イ
ア
ウ
ト
改
善
、
作
業
員
数
の
最

小
化
、
５
Ｓ
、
Ｓ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
※
１
、Ｑ
Ｃ

サ
ー
ク
ル
※
２
、
ト
ヨ
タ
生
産
方
式

※
３
…
と
さ
ま
ざ
ま
。
ど
の
手
法
で

カ
イ
ゼ
ン
を
図
る
か
は
、
業
種
や
経

営
方
針
、
工
場
内
の
現
状
な
ど
に
よ

っ
て
企
業
ご
と
に
異
な
る
か
ら
だ
。

「
机
上
の
知
識
だ
け
で
は
不
十
分
で

す
。
本
物
の
実
力
を
つ
け
る
に
は
、

現
場
・
現
実
・
現
物
の
３
つ
の
『
現
』

で
ム
ダ
を
見
抜
く
こ
と
が
大
切
」。

池
田
克
登
志
・Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
も

そ
う
強
調
す
る
。

　

09
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
技
術
協
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
率
い
る
専
門
家
チ

ー
ム
は
皆
、
公
益
財
団
法
人
日
本
生

産
性
本
部
の
面
々
だ
。
そ
の
名
の
通

り
同
財
団
は
、「
生
産
性
運
動
」
の

推
進
に
よ
り
日
本
経
済
の
発
展
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
現
在

も
、
国
内
向
け
の
企
業
診
断
や
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
養
成
を
行
っ
て
お
り
、

ま
さ
に
品
質
・
生
産
性
向
上
の
〝
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
〞
と
も
い
え
る
。
彼

ら
の
指
導
に
触
発
さ
れ
た
の
か
、「
い

つ
か
私
た
ち
も
、
日
本
生
産
性
本
部

の
よ
う
な
組
織
を
つ
く
り
た
い
」
と

ベ
ン
・
フ
ァ
ル
ハ
ッ
ト
Ｕ
Ｇ
Ｐ
Ｑ
所

長
も
熱
弁
を
振
る
う
。

　

翌
日
、
池
田
専
門
家
と
と
も
に
向

か
っ
た
の
は
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
や
電

力
計
な
ど
を
生
産
す
る
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｅ

社
だ
。
76
年
に
創
業
し
た
同
社
は
、

以
前
か
ら
「
品
質
・
環
境
管
理
部
門
」

を
設
け
、
自
主
的
に
顧
客
満
足
を
高

め
る
た
め
の
商
品
づ
く
り
に
努
め
て

き
た
。「『
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
１
』
や

『
Ｔ
Ｓ
１
６
９
４
９
』
と
い
っ
た
品

質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
国
際
規

格
の
認
証
も
受
け
て
い
る
」
と
ハ
ビ

ブ
・
ア
イ
ウ
ニ
部
長
。
そ
の
表
情
は

ど
こ
か
誇
ら
し
げ
だ
。

　

だ
が
、
長
年
に
わ
た
り
国
内
外
の

工
場
で
品
質
・
生
産
性
向
上
に
取
り

組
ん
で
き
た
池
田
専
門
家
の
目
は
、

あ
ち
こ
ち
に
あ
る
〝
ム
ダ
〞
を
見
逃

さ
な
か
っ
た
。「
特
に
目
立
っ
た
の

は
不
良
品
率
が
異
常
に
高
い
こ
と
。

生
産
方
式
に
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま

し
た
」。

　

原
因
は
、
電
力
計
の
組
み
立
て
ラ

イ
ン
に
お
け
る
「
バ
ッ
チ
生
産
」
に

あ
っ
た
。「
工
程
ご
と
に
大
量
の
部

品
・
途
中
製
品
の
在
庫
を
抱
え
な
が

ら
生
産
し
、
か
つ
ム
ダ
な
動
き
も
多

い
こ
の
生
産
方
式
だ
と
、
不
良
品
が

出
た
と
き
に
多
く
の
手
直
し
が
発
生

し
て
し
ま
い
ま
す
。
安
い
部
品
な
ら

ま
だ
し
も
、
高
額
な
ら
ば
経
営
を
圧

迫
し
か
ね
ま
せ
ん
」。

　

そ
こ
で
池
田
専
門
家
は
、
1
個
ず

つ
生
産
し
て
1
個
ず
つ
次
の
工
程
へ

送
る
こ
と
で
、「
人
・
設
備
・
材
料
」

や
「
ム
リ
・
ム
ラ
・
ム
ダ
」
を
最
小

化
す
る
「
１
個
流
し
生
産
」
の
導
入

を
提
案
。
こ
の
１
年
間
で
Ｃ
Ｅ
Ｔ
Ｉ

Ｍ
Ｅ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
10
回
に

わ
た
っ
て
訪
問
し
、
う
ち
６
回
は
池

田
専
門
家
が
同
行
。「
必
要
な
モ
ノ

を
必
要
な
時
に
必
要
な
だ
け
作
る

『
ジ
ャ
ス
ト 

イ
ン 

タ
イ
ム
』
や
、
不

良
品
が
発
生
し
た
際
に
作
業
を
自
動

停
止
す
る
『
自
働
化
』
と
い
う
ト
ヨ

タ
生
産
方
式
の
２
本
柱
を
徹
底
的
に

学
ん
で
も
ら
っ
た
」。

　

そ
の
結
果
、
驚
異
的
な
効
果
が
表

れ
る
。
３
人
の
人
員
削
減
に
成
功
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
時
間
当
た

り
の
生
産
量
が
60
台
か
ら
１
０
０
台

に
増
加
。
一
人
当
た
り
の
生
産
性
は

６
台
か
ら
14
・
２
台
と
、「
１
３
８

％
ア
ッ
プ
」
を
果
た
し
た
。
ま
た
、

高
か
っ
た
不
良
品
率
も
５
％
か
ら
２

％
へ
と
減
少
し
て
い
る
。

　
「
最
初
の
２
〜
３
回
は
何
を
言
っ

て
も
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、
彼
ら
は

で
き
な
い
理
由
ば
か
り
を
並
べ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
回
を
重
ね
る
う
ち

に
意
識
に
も
変
化
が
表
れ
、
ほ
か
の

カ
イ
ゼ
ン
に
も
取
り
組
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
で
は
『
こ
っ
ち
の
ラ

イ
ン
も
見
て
く
れ
な
い
か
？
』
と
積

極
的
に
聞
い
て
く
る
ほ
ど
」（
池
田

専
門
家
）。
喜
ば
し
い
変
化
だ
。「
人

員
削
減
は
雇
用
問
題
に
な
る
の
で

は
？
」
と
い
う
疑
問
に
は
、「
品
質

や
生
産
効
率
が
良
く
な
る
と
、
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
か
ら
も
信
頼
さ
れ
、
ま
た

コ
ス
ト
が
下
が
り
競
争
力
が
つ
く
の

で
発
注
量
の
増
加
や
新
規
受
注
に
つ

な
が
る
。
そ
の
結
果
、
あ
ふ
れ
た
人

員
は
新
た
な
ラ
イ
ン
で
働
い
て
も
ら

う
こ
と
も
で
き
る
」
と
池
田
専
門
家

が
答
え
て
く
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
実
地
訓
練
で
日
本
人
専

門
家
の
〝
鋭
い
目
〞
を
間
近
に
感
じ

て
き
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
た
ち
は
こ

う
話
す
。「
一
つ
一
つ
の
プ
ロ
セ
ス

を
大
切
に
す
る
日
本
人
の
我
慢
強
さ

や
丁
寧
さ
。
ま
さ
に
カ
イ
ゼ
ン
の
基

本
姿
勢
だ
と
思
い
ま
す
」
と
C
E
T

I
M
E
の
ヘ
ラ
・
フ
マ
イ
ド
さ
ん
。

ま
た
、
池
田
専
門
家
と
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｅ

社
の
指
導
に
当
た
っ
て
き
た
C
E
T

I
M
E
の
ラ
ム
ジ
・
エ
ル
・
メ
タ
ハ

ミ
ム
さ
ん
は
「
問
題
点
を
あ
っ
と
い

う
間
に
発
見
で
き
る
の
は
、
長
い
実

務
経
験
が
あ
っ
て
こ
そ
。私
も
Ｍ
ｒ
．

Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ａ
の
よ
う
に
経
験
を
積
み

上
げ
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
語
る
。

　

こ
う
し
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
成
功
体

験
に
、
周
辺
国
も
注
目
し
て
い
る
。

今
年
1
月
に
は
エ
チ
オ
ピ
ア
の
視
察

団
が
訪
れ
、
今
度
は
エ
ジ
プ
ト
も
訪

問
を
希
望
し
て
い
る
そ
う
だ
。「
カ

イ
ゼ
ン
を
導
入
す
る
各
国
の
取
り
組

み
が
共
有
さ
れ
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
関
係
者
が
自
国
が
置
か
れ
た

状
況
下
で
ベ
ス
ト
の
モ
デ
ル
を
模
索

し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
そ
れ
を
〝
促
進
〞
し
て
い
き

た
い
」。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
チ
ュ
ニ
ジ
ア
事
務

所
の
橋
口
道
代
所
長
も
期
待
を
膨
ら

ま
せ
る
。

　
「
ム
リ
・
ム
ラ
・
ム
ダ
」
を
な
く

し
て
「
楽
に
・
早
く
・
安
く
」
製
品

を
作
る
た
め
の
〝
カ
イ
ゼ
ン
活
動
〞

は
、地
味
で
地
道
な
も
の
。
し
か
し
、

国
際
競
争
に
負
け
な
い
強
い
企
業
を

育
て
て
い
く
た
め
に
は
、
何
も
増
し

て
大
切
な
取
り
組
み
だ
。

３
つ
の「
現
」で
ム
ダ
を
見
抜
く

徐
々
に
浸
透
す
る

〝
カ
イ
ゼ
ン
〞へ
の
意
識

生
産
性
運
動
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
指
導

※1 Single-Minute Exchange of Dieの略。10分以内で機械の金型を交換する手法。
※2 品質向上のための活動を職場内の小グループで継続的に行うこと。QCはQuality Controlの略。
※3 ムダの徹底排除と製造方法の合理性を追求した製造現場での生産方式。トヨタ自動車工業株式
会社の元副社長・大野耐一氏が提唱。

ジ
ェ
イ
ジ
ャ
ー

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ

チ
ュ
ニ
ジ
ア

シ

ア

ム

「一本のラインの成功が従業員にもいい影響を与え、ラインごとに
競争意識が生まれました」と話すJAEGERのボウドゥマ社長

以前は在庫や製品が無秩序にうずたかく積まれていたJAEGER社の倉庫（左）。カイ
ゼン後は見違えるように整頓され、「どこに」「何が」「どれだけ」あるかが一目で分かるよ
うになった

生産性が138％アップしたSIAME社の電力計の組み立てライ
ン。学校の教室のようなレイアウトの「バッチ生産」（上）を「1個流
し生産」（下）に変更し、半分程度のスペースで済むようになった

チュニジアの機械・電気電子技術の開発・普及に努めるCETIMEの
フェリド・ヘレリ所長。JICAはCETIMEに対し、同プロジェクト以前からコ
ンサルタントの研修などを支援してきた。「コンサルタントの育成システム
では日本から多くのことを学びました。それを生かし、アフリカ各国からコ
ンサルタントを受け入れて独自に研修も実施しています」

（右）作業机に立てられた看板にアラビア語で書かれている「品質管理のための心得」
（左）SIAME社の品質・管理サブマネージャー、ソフィアンさんの執務室は5Sが徹底され、
ファイルなどもきちんと管理されている

Before

After

Before After

f rom

TUNISIA
チュニジア

特集

カイゼン
from JAPAN

November 2010                         1011                         November 2010


